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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
商工港湾課から３０年度の塩竈水産品ＩＣＴ化事業の取組ついてご説明いたします。
Ａ４横の資料のご準備をお願いします。
大きく４つの項目で説明いたします。
１つ目が、国内販路拡大の取り組み
２つ目が、海外販路拡大の取り組み
３つ目が、取組から派生した事業
４つ目が、３０年度の成果のまとめと今後の課題です。

それでは、２ページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　次に、事業推進体制についてご説明いたします。
　平成29年1月に６つの水産関係の組合で構成される「塩竈水産品協議会」、
また、流通、商社、金融機関などで構成される輸出に特化した検討を行う「輸出モデル検討会」を立ち上げました。
　
　「水産品協議会」としての実施事業といたしましては、
1つ目が右側上段にありますＩＣＴ化事業です。
　「みなと塩竈旨いもん　おいしおがま」サイトのデータベース開発・運営、国内各種商談会等への参加、29年度は6回の参加をいたしました。
　また、キャンペーン実施による消費者アンケートを行いました。
　その他、おいしおがまの半被、のぼり等を作成いたしました。

2つめが下段の「チーム化による事業」です。
　29年度に復興庁が実施した「チーム化による水産加工業再生モデル事業」に協議会として申請し、採択をされました。
　この事業では、海外のバンコク、香港の商談会の参加。バンコクでの塩竈フェアの開催、塩釜フード見本市への海外バイヤーの招聘を行いました。

　また、左下段になります。「市」主催のものといたしましては、3月に名古屋のイオン熱田店もしくは茶屋店におきまして、「みなと塩竈フェア」を開催しております。
　
　3ページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　ＩＣＴ化事業の決算額、予算額になります。

　項目2段目のデータベース開発費から事務費等までは1番上の水産品協議会補助金のうち数となります。

　28年度決算額につきましては、データベース開発費として2,592万円、半被、のぼりなど販促グッズ作成で299万円、名古屋での「みなと塩竈フェア」に446万、業務委託に599万円で合計4,211万円となっており、財源につきましては、全額　国の地方創生加速化交付金が充当されております。

　29年度決算見込み額につきましては、データベース運営費に200万円、キャンペーン費160万円、みなと塩竈フェア414万円などで合計914万円となっており、国の地方創生推進交付金が2分の1充当されております。

　30年度、31年度予算はそれぞれ事業費1000万円ずつで、補助率は2分の1の予定でございます。

　4ページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　おいしおがまのホームページについて、ご説明いたします。
　
　一般消費者向けには、塩竈の水産加工品検索、企業情報の閲覧、キャンペーン応募

　出展者いわゆる市内事業者の皆様には、商品情報や企業情報のほか、商品カルテの作成、食品表示ラベルの作成が本システムで可能になっております。
　
　バイヤーの皆様とは会話形式でのWEB上での商談ができる仕様になっております。

　4月9日現在の登録状況ですが、事業者数53社、商品数88品、アクセス数につきましては、2,494となっております。

　次ページをご覧ください。
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It is an email magazine thatintroduces the products processed bythe Shiogama, Miyagi
Prefecture, which have been delivered to the people who have been greeted by the
business association and registered on the website "Oy-SHIOGAMA'".

If you don'twantto be delivered in the future, I would like to askyou to stop the delivery
from the end of email.

This year is a severe heatin Japan.

On the other hand, the annual "Shiogama Minato Festival" was held at 7/16 of
Shiogama, and itwas surrounded byenthusiasm.

It is counted as a festival for the three ship festivals in Japan, and a portable shrineis
placed on a boat, leaving Shiogama Portand traveling around Matsushima to prey the
great catches in this year.

RECOMMENDED PROD

‘ "Hiraki Kinki(Kichiji Rockfish)“from

L . p y KANETA SUTO co., Itd.
/
% ! / / f Carefully selected KINKI s traditionally
(l opened by hand and is soaked in lightly
saltedwaterto let mature overnight. This
I* process maximizes the taste of the
_product. There are various specifications

for Kinki specialtystore, so please consult
with us withouthesitation.

DETAILS ABOUT THIS PRODUCT FROM HERE

If you registerwith HP, you can use tools that can contact you to manufacture directly.

https://shiogama.enavigator.jp/umaimon/

Contact aboutthe HP and this Mail Magazine
Oy-SHIOGAMA


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
３０年度から、サイトに登録されている商品をメールマガジンでバイヤーに対し、配信することにより商品のＰＲをするとともに、あわせて市の紹介も配信しました

３０年度は１回につき国内約２００件、海外約５０件のメールマガジンを全１６回配信し認知度の向上を図りました。

次ページをお開きください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１つ目として、国内販路拡大の取り組みです。

本事業で作成したサイト、冊子や半被、パネル等を活用し、県内を中心に商談会に参加をいたしました。

平成３０年６月１２日国際センターで開催された「東北復興水産加工品展示商談会」、また１１月の「ビジネスマッチ東北」に参加をし、「おいしおがまサイト」のＰＲ、バイヤー登録をお願いし、あわせて約１００件の登録実績がありました。

次ページをお開きください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（３）ですが、県内外から多くの観光客が訪れる１０月の「みなと塩竈ゆめ博」の開催にあわせ、魚市場内の土産店においてフェアを開催いたしました。
消費者ニーズを把握、分析し、さらにおいしく売れる商品を見出し、販路拡大等につなげるためアンケート調査を実施したものです。

アンケートによる消費分析を記載しておりますが、
・手軽に持ち帰ることができる商品が好まれる傾向
・価格帯が高いと感じる方がいた
・手軽に調理ができ、歯ごたえが良い、味のバリエーションなどが求められました

次に、（４）ですが、平成３１年３月に４回目となる名古屋のイオンでの「みなと塩竈フェア」を開催しました。
実際に現地に来ていただき、販売をした企業は２３社で、全体の出品数は１０５品、３日間での売り上げは約１６０万円でした。
販売にあわせ、ステージでの本市のＰＲを実施しました。

消費分析の欄に記載しておりますが、
毎年来ていただいているお客様もおり、ブースの入込数は約２，７００人と多くの方々に塩竈の特産品をＰＲできたものと思っております。
また、今回の出店によりイオンとの商流構築に成功した企業もおり、一定の成果があったと考えております。　次ページをお開きください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に海外販路拡大の取り組みについてです。
昨年度に引き続き、復興庁の水産加工業再生モデル事業として採択され、海外商談会の参加や輸出勉強会を実施いたしました。

（１）海外商談会への参加です。
３０年度は香港をターゲットとし、２回の商談会に参加をいたしました。
①として香港で最大級の商談会となる９月に開催されたレストラン＆バー香港への参加です。水産品と食べ合わせの良い地酒とあわせて売り込みを行いました。
成約見込み８件、金額として１８，０００千円となりました。

②として昨年度も参加したジェトロ香港商談会への参加です。
こちらについては、成約４件、見込１０件、金額として約２３，０００千円となりました。

次ページをお開きください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
水産品協議会のメンバーを中心に、輸出のための人材育成の場として輸出勉強会を４回開催し、機運醸成を図りました。

第１回として、本事業の取組と、第２回以降の勉強会のための基礎知識の習得のための勉強会を開催しました。

第２回として、実際にマレーシアの輸出に関わっている輸出商社のオーシャン貿易をお招きして市場講義をしてもらうとともに、水産加工品を提供し、マレーシアでのマーケティング調査を実施しました。

第３回として、３０年度に重点をおいた香港に関する市場講義を行いました。
講師には、香港の輸出商社、香港で日本食レストランを経営しているオーナーをお呼びして、より実情に即した講義をしていただきました。
講義後に講師の方との個別商談会や香港でのフェアの開催の提案があり、実際に開催をしていただきましたし、継続的な発注もいただいているところです。

第４回として、石巻の輸出の先進企業２社を視察し、情報交換をいたしました。

次ページをお開きください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（５）香港輸出商社との継続的な受注です。
先ほどもお話ししましたが、第３回の勉強会で講師としてお招きした香港の日本食レストランオーナーから勉強会以降８回の継続的な発注があり、現在も継続中です。

その他（６）に記載してありますとおり、本事業をきっかけに、参加した企業が独自の取組を展開しております。

次ページをご覧下さい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
４．には今までご説明したものをまとめとなっております。

最後に課題を記載しております。
大手スーパーとの取引獲得に向けた取り組み、新たな海外販路を見つけていくのか、さらには魅力的なサイト作りやＫＰＩとなっている地域商社などの課題について、今年度、解決に向けて取り組んでまいりたいと考えております。

塩竈水産品ＩＣＴ化事業の説明については以上でございます。
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